
 

 

 

 

 

 

「館小  OJT 実践開始」  （H26.7 月実施）  

 

 

 

 

 

 

 

・館小学校版 OJT 実践シートを配布。  

・OJT スタートにあたり，目標とＯＪＴ推進計画を記入。  

 目標については，「仙台版・生き生き教員づくり」を参考にする。  

「ＯＪＴ推進計画」については，「同僚から学びたいこと」「自分から同僚に働きかけ

たいこと」について，「いつでも」「どこでも」若手の育成だけでなく全職員の学び合

いという視点から記入する。  

・自己チェック欄を 2 回（ 9 月と 12 月）に記  

入することを確認。  

・ 12 月に，「OJT を振り返って」「来年度の  

OJT について」を記入することを確認。  

「OJT を振り返って」では，校内研究によ  

る OJT，学年会による OJT，悉皆や自由参  

加の校内研修による OJT 等において学んだ  

こと，考えたことなどを書く。来年度「同  

僚から学びたいもの」「自分から同僚に働き  

かけたいこと」のらんは，教育目標の具現  

化という視点から記入する。  

                      

                   ・自分自身の目標設定， OJT の意識化，振り返  

りには，とても有効である。  

・来年度の OJT について記入することで，次年  

度の OJT につなげることができる。  

・年度途中からＯＪＴの土台作りに取り組んで  

きたので，教育目標の具現化という視点まで  

は， 十分に浸透しきれなかった。来年度は，  

5 月はじめまでに実施していく必要がある。  

３ OJT 実践の振り返り 
 

OJT 実践内容  

振り返り方法と留意点  

館小学校版 OJT 実践シート  

OJT 実践シート 

 



授業検討会後の付箋紙（抜粋）  

 

 

 

「付せん紙で簡単振り返り」  

     （H26.8 月以降実施）  

 

 

 

 

 

 

・低・中・高学年各１クラスの全教職員参加の授業検討会と自由参加研修の際に学び合

い付箋紙を配布。  

・学んだこと，今後に生かしたいことについて記入する。  

・研修後に参加者に配布し，すぐに記入してもらう。  

・学び合い付箋紙により，受講者の振り返りと講師の励みとなるものとする。  

・集まった付箋紙をデジタルカメラで撮影し，授業提供者や研修の講師にプリントして

渡すとともに，職員会議資料に載せて，学んだことの共有を図る。  

・学んだことを振り返ることで，来年度は「こういうことなら自分も講師としてできそ

うだ」という次年度につながる意識を高めることができる。  

 

  

・研修会後すぐに記入することで，自分の学  

びについて新鮮な思いを書くことができ， 

振り返りとして有効である。  

・付箋紙 1 枚なので，短時間で記入すること  

ができる。  

・デジタルカメラで撮影し，職員会議の資料  

とすることで，学んだことの共有化を簡単  

に図ることができる。  

・授業検討会後は，記入の観点を指定するこ  

とで視点の定まった振り返りとなると思  

う。今後検討してみたい。  

 

 

 

 

 

 

 授業検討会後の付箋紙 (抜粋 ) 

授業検討会の様子  

OJT 実践内容  

振り返り方法と留意点  

学び合い付箋紙 

 



スカイメニューの使い方  

自由参加研修と学び合い付箋紙の例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



縄跳びの指導法  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



読み聞かせの仕方  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


